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わが家のすこやかちゃん

３ まちのわだい

なかまでつなごう
市民リレー

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリ
と輝く中間市民を紹介します。

11 月 17 日に「第４回 I 
LOVE なかま遠賀川フ
ェス」が開催され、市
役所前河川敷は多くの
人で賑わいました。イ
ベントの最後を飾った
のは、音と花火のコラ
ボレーション。ラブソ
ングに合わせて打ち上
げられる花火が秋の夜
空を彩りました。

継続の秘訣は楽しむこと
　私にとって油絵とコーラスは、楽しい
からこそ長く続けられる趣味です。
　約 40 年前に油絵を習い始め、現在
は市の美術展のほか市外の展示会にも
出展しています。普段は月２回通う教室
で絵を仕上げますが、出展間近の時期
は自宅で作業することも多く、没頭する
あまり気が付くと２～３時間が過ぎてい
たこともあります。
　コーラスは、「中間混声合唱団ドレミ」
に所属し16 年が経ちました。歌うのが
苦手な私ですが、難しい曲でも繰り返し
練習すると歌えるようになるので、その
度に喜びとやりがいを感じています。ま
た、文化祭やコンクールへの出演だけで
なく、介護施設で歌声を披露する機会
もあり、実に幅広く活動しています。
　どちらの趣味も、仲間から元気と刺
激をもらい、達成感を得られる魅力があ
るので、これからも大いに楽しみながら
絵を描き、そして歌います。

嶌
し ま だ

田 初
は つ み

美さん（長津二丁目・78歳）

４ 人事行政の運営などの状況
６ 市からのお知らせ

なかまハーモニーホールで３日間にわたって開催さ
れた美術展に、たくさんの人が鑑賞に訪れました。
今年も絵画や書道、写真などの個性溢れる作品が展
示され、中間市の芸術文化に対する意識と関心の高
さがうかがえます。また、最終日にはそれぞれの部
門の中で優れた作品を表彰し、受賞者の喜ぶ姿が見
られました。

第62回中間市美術展11／１
～中間市の芸術が集う～

暴力追放市民集会・防犯大会

あらゆる暴力を許さないまちづくり実現のため、な
かまハーモニーホールで市民集会が開催されました。
集会には 545 人が参加し、垣

か き う ち

内洋
よ う す け

祐弁護士を講師に
招いて反社会勢力への対処法を学び、全員で暴力追
放のシュプレヒコールを唱和。その後、イオンなか
ま店までパレードを行い、一致団結して安全で安心
な中間市への決意を強めました。

11／ 21
～暴力追放のために一致団結～

教育功労者表彰

平成 20 年の結成以降、中間北校区で学校や地域と連
携し子どもたちの成長を支えている「ほくほく子育てサ
ポート隊（以下「サポート隊」）」。その功績が認められ、
教育委員会から表彰されました。子どもたちに元気を
与えるサポート隊のみなさんに対し、片平慎一教育長は

「これからも気楽に楽しく活動を続けてください」と感
謝を述べました。

10 ／ 30
～地域に根付く「ほくほく子育てサポート隊」～

白熱した戦いの連続で盛り上がる相撲大会が、今年
も中間南小学校の相撲場で開催されました。団体と
個人の部が行われ、体格差のある対戦もあるなど見
応え十分。また、敗戦後あまりの悔しさに涙を流す
姿もありました。子どもたちが土俵上で繰り広げる
真剣勝負に大きな歓声と拍手があがり、会場が一体
感に包まれた大会となりました。

第７回小学生相撲大会10／ 27
～力と技で相手に挑む～
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人事行政の
運営などの状況

●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

総務課人事給与係からのお知らせ

８. 職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況

開始時間 終了時間 １日の勤務時間 １週間の勤務時間
８時 30 分 17 時 15 分 ７時間 45 分 38 時間 45 分

注意　職場などにより、上記と異なる場合があります。

⑴ 職員の勤務時間（標準的な勤務時間）

休暇の種類 休　暇　日　数　等
年次有給休暇 一の年度につき 20 日を付与（前年に未使用日数がある場合は、最大 20 日を翌年繰越）

病気休暇 医師の証明などに基づき最小限度必要と認める日または時間を付与

特
別
休
暇

結婚休暇 連続する７日以内（週休日を含む）
生理休暇 生理に伴う身体の異常により、勤務が困難な職員に対し、一の月に２日の範囲内で付与
妊娠障がい休暇 妊娠によるつわりにより、勤務が困難な職員に対し、７日の範囲内で付与

健診休暇 妊娠中の職員が母子保健法に規定する保健指導、健康診査を受ける場合に必要と認めら
れる時間を付与

出産休暇（産前・産後） 妊娠した職員に出産予定日までの８週間、出産日の翌日からの８週間を付与
育児時間 生後１年に達しない子を養育する職員に対し、１日につき２回（１回１時間以内）を付与

子育て支援休暇 子（義務教育終了前の子）の看護、学校行事などへの参加のため、必要な職員に対し、一の
年度において、小学生以下５日、中学生 3 日（２人以上の場合、最大 10 日）の範囲内で付与

出産補助休暇 配偶者の出産に際し、２日の範囲内で付与

育児参加休暇 配偶者の出産予定日までの６週間、出産日の翌日から８週間で、子（小学校就学の始期に達しな
い子）を養育するため、勤務しないことが相当であると認められる場合、５日の範囲内で付与

忌引 職員の親族が死亡した場合で、その続柄に応じ、１～ 10 日の範囲内で付与
父母の追悼 １日の範囲内で付与
夏季休暇 ７月～９月までの間において、５日の範囲内で付与

ドナー休暇 骨髄移植のための骨髄、または末梢血幹細胞移植のための末梢血幹細胞を提供する職員
に対し、検査・入院などに必要となる期間の休暇を付与

ボランティア休暇 自発的に、かつ、報酬を得ないで社会に貢献する職員に対し、一の年度において５日の範囲内で付与
リフレッシュ休暇 勤続 10 年、20 年、30 年に達した職員に対し、連続した３日の範囲内で付与

短期介護休暇 配偶者、父母、子などの介護が必要な職員に対し、一の年度において５日（要介護者が
２人以上の場合は 10 日）の範囲内で付与

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母などの負傷、疾病または老齢により日常生活を営
むのに支障があるものの介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合、
一の介護状態において３回を上限として、合計６か月の範囲内において必要と認められる
２週間以上の期間の休暇を付与（休暇期間は無給）

⑵ 休暇制度

（単位：人）

区　　分
平成30年度中に新たに育児休業が取得可能となった職員（育児休業対象者）

うち育児休業取得者数 うち部分休業取得者数
男　　性 13 1 0
女　　性 3 3 0

計 16 4 0

⑶ 育児休業（平成 30 年度）

11. 職員の研修の状況（平成 30年度） （単位：人）

研　修　内　容　等 受講者数
福岡県市町村職員研修所での研修 83
北九州広域圏市町村との研修 3
全国市町村国際文化研修所での研修 3
人権・同和研修 32
コンプライアンス研修 64
地方公務員法等に係る職員研修 26
ハラスメント研修 90
自衛隊内生活体験研修 12
法制執務研修 50
接遇研修 40
1・3・5 年目職員研修 36
2 年目職員研修 6
派遣研修 1

９. 職員の分限および懲戒処分の状況
（単位：人）

区　　　分 降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
勤務成績の不良 0 0 0 0 0
心身の故障 0 0 14 0 14
適格性の欠如 0 0 0 0 0
廃職・過員 0 0 0 0 0
刑事事件に因る起訴 0 0 0 0 0
欠格条項該当 0 0 0 0 0

⑴ 分限処分者数（平成 30 年度）

（単位：人）

区　　　分 免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計
法令違反 0 0 0 0 0
職務上の義務違反または職務怠慢 0 0 0 0 0
非行行為 0 2 0 1 3

⑵ 懲戒処分者数（平成 30 年度）

７.部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年 4 月 1 日現在）

　　　　　　　区　分
　部　門

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由

平成30年 平成31年
議　会 6 6
総　務 70（6） 72（5） 2（▲ 1） 住民サービスの充実
税　務 25 24 ▲ 1 業務の効率化
民　生 63（3） 62（4） ▲ 1（1） 退職者不補充
衛　生 20（1） 19 ▲1（▲1） 業務の効率化

農林水産 3（1） 3 （▲ 1）
商　工 7（1） 8（1） 1 商工業務の充実
土　木 27 27
小　計 221（12） 221（10） （▲ 2）
教　育 36（2） 34（2） ▲ 2 機構改革後の定員見直し
消　防 52 53 1 消防行政の充実
小　計 88（2） 87（2） ▲ 1
病　院 81（3） 80（2） ▲1（▲1） 退職者不補充
水　道 20（3） 20（2） （▲ 1）
下水道 9 9
その他 29 27 ▲ 2 業務の効率化
小　計 139（6） 136（4） ▲3(▲2）

合　　　　計 448（20） 444（16） ▲4(▲4）
注意　１．職員数は、一般職に属する職員であり、臨時または非常勤職員を除いています。
　　　２．（　）内は再任用短時間勤務職員数を外数で計上しています。

一般行政
部門

特別行政
部門

公営企業等
会計部門

12. 職員の福利厚生の状況（平成 30年度）

区　　　分 内　　容
会員数 471 人（平成 31 年４月１日現在）
負担率 会員の掛金：給料月額の 5/1000 市の助成金：給料月額の 5/1000
負担額（平成 30 年度決算） 会員の掛金：9,056,555 円 市の助成金：9,067,859 円

事業
給付事業：結婚祝金、出産祝金、入学祝金、弔慰金、勤続祝金など
保健事業：運動部助成、教養文化部助成、職員レクリエーション助成など

⑴ 中間市職員厚生会

（単位：人）

区　　　分 実　　施　　日 受診者数
健康診断 平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日 427
ＶＤＴ（コンピュータ）作業従事者健康診断 平成 31 年 2 月 22 日 73

⑵ 職員の健康管理

６. 特別職の報酬などの状況 平成 31 年 4 月 1 日現在
区　　　分 給料月額等 期末手当（支給割合）

給　料
市　長 円

888,000 　　● 6 月期　1.425 月分
　　● 12 月期　1.525 月分
　　　　 計　　2.95　月分副市長 円

724,000

報　酬

議　長 円
423,000 　　● 6 月期　1.425 月分

　　● 12 月期　1.525 月分
　　　　 計　　2.95　月分

副議長 円
381,000

議　員 円
355,000

平成 31 年 4 月 1 日現在

地域手当

支　給　率 0％
支給対象地域 ー
支給対象職員数 0 人
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額（30 年度決算） 0 千円

平成 31 年 4 月 1 日現在

特殊勤務手当

区　　　分 全職種
職員全体に占める手当支給職員の割合（31 年度） 23.6％
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額（30 年度決算） 99 千円
手当の種類（手当数） ８

代表的な手当の名称
支給額の多い手当 社会福祉業務手当
多くの職員に支給されている手当 救急出動手当（消防職）

時間外
勤務手当

30 年度決算
支給総額 66,077 千円

職員１人当たり支給年額 236 千円

29 年度決算
支給総額 65,047 千円

職員１人当たり支給年額 240 千円

手　当 内　　容　（平成 31 年４月 1 日現在）
扶養手当 配偶者 6,500 円、子 10,000 円、そのほかの扶養親族 1 人につき 6,500 円
住居手当 借家などに係る費用を負担している職員に月額 27,000 円を限度に支給　持家不支給
通勤手当 交通機関などを利用している職員に対して月額 55,000 円を限度に支給

５. 職員手当の状況 平成 31 年 4 月 1 日現在
区　　　分 中　間　市 国

期末手当
勤勉手当

支給月 支　給　率 支　給　率
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6 月期 1.3　
月分（0.725）

0.925
月分（0.45）

1.3　
月分（0.725）

0.925
月分（0.45）

12 月期 1.3　
月分（0.725）

0.925
月分（0.45）

1.3　
月分（0.725）

0.925
月分（0.45）

計 2.6　
月分（1.45）

1.85　
月分（0.9）

2.6　
月分（1.45）

1.85　
月分（0.9）

職制上の段階
職務の級等に
よる加算措置

有 有

退職手当

区　分 支　給　率 支　給　率
自己都合 勧奨・定年 自己都合 応募認定・定年

勤続
20 年 19.6695 月分 24.586875 月分 19.6695 月分 24.586875 月分

勤続
25 年 28.0395 月分 33.27075 月分 28.0395 月分 33.27075 月分

勤続
35 年 39.7575 月分 47.709 月分 39.7575 月分 47.709 月分

最　高
限度額 47.709 月分 47.709 月分 47.709 月分 47.709 月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２％～ 20％加算）

定年前早期退職特例措置
（割増率２％～ 45％）

1 人当たり
平均支給額 127 千円 21,022 千円

注意　１．（　）内は再任用職員に係る支給割合です。
　　　２．�退職手当の１人当たり平均支給額は、平成 30 年度に退職した全職種に係る職員

に支給された平均額です。

平成 31 年 4 月 1 日現在

区　　　分 中　間　市 国
決定初任給 決定初任給

一般行政職
大学卒 180,700 円 180,700 円

高校卒 153,000 円 148,600 円

技能労務職 高校卒 153,000 円 円
―　　

４. 職員の初任給の状況

平成 31 年 4 月 1 日現在

区　分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

中間市 311,647 円 41.4 歳 340,886 円 49.2 歳

注意　平成 31 年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

３.職員の平均給料月額・年齢の状況

（普通会計決算）

区　分 職員数
Ａ

給　　　与　　　費 1人当たり
給 与 費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・　

勤勉手当
計
Ｂ

30 年度 人
306（14）

千円
1,169,651

千円
196,801

千円
462,109

千円
1,828,561

千円
5,976

注意　１．職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。
　　　２．職員数は平成 30 年４月１日現在の人数です。
　　　３．（　）内は再任用短時間勤務職員数を外数で計上しています。
　　　４．給与費には、再任用短時間勤務職員等分を含んでいます。

２. 職員給与費の状況

（普通会計決算）

区　分 住民基本
台帳人口

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
（Ｂ／Ａ）

29年度の
人件費率

30 年度 平成 31. ３.31 現在
41,785 人

千円
17,617,994

千円
81,757

千円
2,976,074

％
16.9

％
16.6

注意　１．普通会計とは、一般会計に地域下水道事業特別会計、公共用地先行取得特別会計、
　　　　　住宅新築資金等特別会計を合算したものです。
　　　２．人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。

１. 人件費の状況

10. 職員の服務の状況 （単位：人）

区　　　　　分 内　　　　　容 違反者数
法令等及び上司の服務
上の命令に従う義務

職員は法令に従い、かつ、上司の職務命令に従わ
なければならない 0

信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけ、または職の不名誉にな
るような行為をしてはならない 2

秘密を守る義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない 0

職務に専念する義務 職員は勤務時間中、職務に注意力のすべてを用い、
職務にのみ専念しなければならない 0

政治的行為の制限 職員は政治活動をしてはならない 0
争議行為等の禁止 職員はストライキ等をしてはならない 0

営利企業等の従事制限 職員は営利を目的とする私企業を営み、又は報酬
を得ていかなる事業にも従事してはならない 0

管理監督責任 管理監督者は、服務規律の確保を図り、部下職員
の行動を適切に指導、監督しなければならない 1

注意　9．職員の分限及び懲戒処分の状況 (2) 懲戒処分者数の再掲です。
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保
育
所
は
幼
稚
園
と
は
異

な
り
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気

な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由
で

家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
に
、
子
ど
も
が
入
所

す
る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。
子

ど
も
の
保
育
の
基
本
は
家
庭
で

す
。
保
育
所
は
保
護
者
に
代
わ

り
、
一
時
的
に
保
育
を
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
、
保
護
者
は
保
育
所
と
連

携
を
取
っ
て
、
子
ど
も
の
成
長

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類

○
支
給
認
定
申
請
書

○
保
育
所
入
所
申
込
書

○
勤
務
等
証
明（
申
告
）書

※
提
出
書
類
は
こ
ど
も
未
来
課

の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
以
外
の
書
類
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切

　
令
和
２
年
１
月
10
日
金

●
申
込
場
所　
こ
ど
も
未
来
課

※
現
在
、
保
育
所
入
所
児
童
が

い
る
家
庭
は
、
各
保
育
園
を
通

じ
て
連
絡
し
ま
す
。
新
規
入
所

児
童
分
も
あ
わ
せ
て
保
育
園
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

夜
間
受
付
窓
口

●
日

時　
12
月
11
日
水
、
19

日
木
・
19
時
ま
で

令和２年度４月の保育所入所申込
●問合先　こども未来課　☎（２４６）６２４８

平成30年度の特別会計国民健康保険事業の決算報告
●問合先　健康増進課　☎（２４６）６２４６

中間市公式 Facebook QR コード
【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12月 29日～１月３日）を除く
　8時 30分～17時 15分

中間市役所 公式ＨＰ ＱＲコード
【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12月 29日～１月３日）を除く
　8時 30分～17時 15分

　

土
地
や
家
屋
に
対
す
る
固
定

資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
所
有
者（
納
税
義
務
者
）に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
元
年
中
に
、
所
有
し
て

い
る
土
地
や
家
屋
に
次
の
よ
う

な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

必
ず
課
税
課
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

●
申
し
出
を
必
要
と
す
る
場
合

○
土
地
の
利
用
状
況
の
変
更

（
農
地
を
資
材
置
場
に
、
住

宅
の
敷
地
を
有
料
駐
車
場
に

し
た
な
ど
）

○
家
屋
の
新
築
、
増
築
、
取
り

壊
し（
住
宅
を
取
り
壊
し
た

な
ど
）

○
家
屋
の
用
途
変
更（
店
舗
を

住
宅
に
変
更
し
た
な
ど
）

○
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
の

所
有
者
の
変
更

●
注
意
事
項

○
法
務
局
に
て
登
記
が
完
了
し

た
場
合
に
は
、
市
へ
の
申
し

出
は
不
要
で
す
。

○
異
動
内
容
は
、
次
年
度
の
課

税
か
ら
反
映
さ
れ
ま
す
。

固定資産異動の申し出
●問合先　課税課　☎（２４６）６２７４

　
「
償
却
資
産
」
と
は
、
商
店

や
農
業
、
不
動
産
業
、
工
場
な

ど
の
事
業
を
行
う
た
め
に
所
有

し
て
い
る
機
械
や
工
具
、
備
品
、

構
築
物
な
ど
の
資
産
で
す
。
ま

た
、
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、

毎
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）現

在
に
お
け
る
所
有
状
況
の
申
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
に
は
、
12
月
中
に
申

告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
期
間　
令
和
２
年
１
月

６
日
月
～
31
日
金

●
申
告
方
法

　
窓
口
、
郵
送
、
電
子
申
告

●
場

所　
課
税
課

●
注
意
事
項

○
令
和
元
年
中
に
事
業
を
開
始

し
た
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

12
月
中
に
申
告
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
課
税
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
公
平
を
期
す
た
め
、
国
税
資

料
と
提
出
さ
れ
た
申
告
書
の

資
産
内
容
を
照
合
し
た
り
、

実
地
調
査
を
行
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

償却資産申告のお願い
●問合先　課税課　☎（２４６）６２７４

　

中
間
市
の
国
保
加
入
者
数
は
、

平
成
31
年
３
月
末
で
１
０
４
９
４

人
、
人
口
に
占
め
る
加
入
率
は
約

25
・
１
％
、
前
年
度
加
入
者
数
と

比
べ
る
と
541
人
減
少
、
加
入
率
は

1.0
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
加

入
者
数
は
年
々
減
少
傾
向
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
の
決

算
は
、
歳
入
が
50
億
５
２
８
１
万

円
、
歳
出
が
60
億
224
万
円
で
し
た
。

差
し
引
き
９
億
４
９
４
３
万
円
の

累
積
赤
字
と
な
り
、
単
年
度
決
算

で
は
６
４
５
０
万
円
の
黒
字
で
し

た
が
、
交
付
金
の
過
大
交
付
に
よ

る
も
の
で
財
政
状
況
の
改
善
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
30
年
度

か
ら
国
民
健
康
保
険
財
政
の
運
営

を
都
道
府
県
単
位
で
行
っ
て
い
る

た
め
、
財
政
構
造
が
変
化
し
歳
入

歳
出
と
も
前
年
度
と
比
較
し
て
大

幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
58
・
７
％
が
保
険
給
付
費

　

医
療
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
が

最
も
多
く
、
歳
出
の
58
・
７
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓

口
で
は
医
療
費
総
額
の
３
割
分（
70

歳
以
上
は
２
割
、
１
割
の
場
合
あ

り
。
高
額
療
養
費
を
除
く
）の
支
払

い
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
は

市
が
国
保
税
と
交
付
金
な
ど
で
支

払
い
を
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
の

適
正
化
に
向
け
た
取
組
に
よ
り
増

加
が
続
い
て
い
た
被
保
険
者
１
人

あ
た
り
の
医
療
費
は
、
平
成
30
年

度
で
は
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

加
入
者
全
員
で
支
え
合
う

　

国
保
事
業
は
、
国
保
加
入
者
が

納
め
た
国
保
税
と
交
付
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
度

の
歳
入
の
う
ち
16
・
８
％
が
国
保

税
で
し
た
。
安
心
し
て
医
療
機
関

を
受
診
す
る
た
め
に
は
、
国
保
税

の
納
付
が
大
切
で
す
。

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
て

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

　

新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
と
効
き

目
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
価

格
が
安
く
、
患
者
の
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
、医
師・

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
年
に
１
度
の
特
定
健
康
診
査

　

40
～
74
歳
の
国
保
加
入
者
は
、

無
料
で
特
定
健
康
診
査
を
受
診
で

き
ま
す
。
治
療
中
の
人
も
受
診
可

能
で
す
。
主
治
医
と
相
談
し
な
が
ら

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
重
複
・
頻
回
受
診
は
控
え
る

　

同
じ
検
査
や
投
薬
の
繰
り
返
し

は
、
医
療
費
の
増
加
だ
け
で
な
く
、

体
へ
の
負
担
に
も
な
り
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
疾
患
で
、
毎
月
数
多
く

受
診
す
る
こ
と
も
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
お
く
す
り
手
帳
を
活
用

　

服
用
中
の
薬
を
記
録
す
る
「
お

く
す
り
手
帳
」
の
活
用
で
、
飲
み

合
わ
せ
に
よ
る
副
作
用
を
防
止
し
、

相
談
・
緊
急
時
に
役
立
ち
ま
す
。

その他
２億4,324万円
（4.1％）

保険事業費
3,824万円
（0.6％）

保険給付費
35億 2,322万円
（58.7％）

国民健康事業費納付
11億 8,361万円
（19.7％）

前年度繰上充用金
10億 1,393万円
（16.9％）

その他
1,780万円
（0.4％）

繰入金
5億 3,267万円

（10     .5％）

国民健康保険税
8億 4,968万円

（16.8％）

普通交付金
35億 5,448万円

（70. ％）

特別交付金
9,818万円
（2.0％）

3

歳入　50億5,281万円 歳出　60億224万円

　

教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
市
内
の
小
・
中

学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
学

用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の
支
払

い
に
困
っ
て
い
る
家
庭
に
対
し

て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
援
助

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
令
和
２
年
度
に

小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
「
新
入
学
学
用
品
費
」

に
つ
い
て
、
入
学
前
支
給
を
実

施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
対

象　
次
の
条
件
を
満
た

し
、
所
得
の
審
査
の
結
果
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭

○
４
月
に
市
内
ま
た
は
県
立
の

小
・
中
学
校
に
入
学
予
定

○
申
請
時
点
で
中
間
市
に
住
民

票
が
あ
り
、
入
学
後
も
引
き

続
き
中
間
市
に
住
民
票
が
あ

る
こ
と

※
中
学
校
に
入
学
す
る
人
で
、

小
学
校
で
本
年
度
就
学
援
助
の

認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
も
申

請
が
必
要
で
す
。

●
申
込
方
法　
学
校
教
育
課
か

各
小
学
校
に
あ
る
申
請
用
紙

に
記
入
し
て
提
出

※
郵
送
で
の
申
込
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
締
切　
12
月
26
日
木

就学援助の入学前支給
●問合先　学校教育課　☎（２４６）６２２２
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もえるごみの搬入量は、前年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資
源化にご協力をお願いします。

もえるごみの搬入量状況 令和元年度 30 年度 前年当月比 増減率

10 月 908,200㎏ 902,380㎏ 5,820㎏ 0.6％

累計 6,224,540㎏ 6,157,710㎏ 66,830㎏ 1.1％
行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です
ので、直接会場にお越しください。
●�日 時　１月11日土、17 日金・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　秘書広報課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓口
で予約してください。受付時間は月曜～金曜日の午前８時 30
分～午後５時 15 分で、定員は６人です。
●�日 時　１月11日土、17 日金、23 日木・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜17 時
●�問 合 先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜16 時
●�場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10 番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
●�受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16 時 30 分
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問 合 先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
●������日 時　1月 8 日水・10 時〜16 時（受付は15 時まで）
●場 所　中央公民館（蓮花寺三丁目１番１号）
●問 合 先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

●�期 日　毎月第１火曜日・第３月曜日
●時間・場所
　○13 時〜14 時・福祉支援課（市役所１階）
　○14時30分〜15時30分・ハピネスなかま（第３月曜日は除く）
●問 合 先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

さまざまな女性問題に対し、１人１人に合わせた相談に応じます。
●�受 付　月曜日～金曜日・８時 30 分～17 時 15 分
●場所・問合先　人権センター　　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

身体障がい者の生活での困りごとなどについて相談に応じます。
●受 付　毎月第２日曜日・10 時～正午
●場 所　ハピネスなかま
●問 合 先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

身体障がい者福祉相談

　
ご
み
の
収
集

　
詳
し
く
は
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
休
止
期
間　
12
月
29
日
日
～
令

和
２
年
１
月
３
日
金

●
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

の
休
止
期
間

　
12
月
29
日
日
～
１
月
３
日
金

●
粗
大
ご
み
の
受
付
休
止
期
間

　
12
月
28
日
土
～
１
月
５
日
日

　
し
尿
の
収
集

●
休
止
期
間

　
12
月
28
日
土
～
１
月
５
日
日

※
年
末
に
し
尿
の
臨
時
収
集
を
希

望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
業
者
へ

電
話
で
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
申
込
締
切　
12
月
20
日
金

年末年始のごみ・し尿収集
●問合先　環境保全課　☎（２４５）５３００

令和２年中間市消防出初式
●問合先　消防署　☎（２４５）０９０１

　

消
防
団
員
は
、
地
域
住
民
の
生

活
や
安
全
を
守
る
た
め
に
、
日
々

訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
消

防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
訓
練
の
成
果
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
令
和
２
年
１
月
12
日

日
・
９
時
～

●
場

所　
市
民
図
書
館
前
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
広
場

●
内

容

○
表
彰
状
・
感
謝
状
の
授
与

○
消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操

法
披
露

○
希
望
が
丘
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な

知
識
や
認
知
症
に
な
り
に
く
い
生

活
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
な
ど
、

認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
の
心

構
え
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

講
座
で
す
。

　

受
講
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
・
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

進
呈
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
令
和
２
年
１
月
24
日

金
・
14
時
～
15
時

●
場

所　
市
民
図
書
館

●
定

員　
30
人
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

●
申
込
開
始
日　
12
月
20
日
金

認知症サポーター養成講座
●申込・問合先　市民図書館　☎（２４５）４６６４

　

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
る
中
間
市
で
は
、
令
和
２

年
度
～
６
年
度
ま
で
を
計
画
年

度
と
し
た
「
第
１
期
中
間
市
自

殺
対
策
行
動
計
画
」
の
案
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
案
を
も
と
に
、
さ
ら
に

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
意

見
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
応

募
い
た
だ
い
た
意
見
は
集
約
の

う
え
公
表
し
ま
す
。

※
計
画
と
関
わ
り
の
な
い
も
の

や
必
要
事
項
の
記
載
が
な
い
も

の
、
第
三
者
の
正
当
な
権
利
を

侵
害
す
る
意
見
な
ど
は
公
表
し

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間　
令
和
２
年
１
月

10
日
金
ま
で
・
必
着

●
応
募
資
格

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
通
学
中

の
人

○
こ
の
計
画
に
利
害
関
係
の
あ

る
個
人
・
団
体

●
計
画
案
の
閲
覧
場
所

　

市
役
所（
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
健
康
増
進
課
）、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
東
部
・
西
部
出
張

所
、
中
央
公
民
館
、
市
民
図

書
館
、
働
く
婦
人
の
家
、
ハ

ピ
ネ
ス
な
か
ま
、
人
権
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

パブリックコメント募集
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　

特
定
健
診
な
ど
の
健
康
診
査

と
各
種
が
ん
検
診
が
同
時
に
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

申
込
方
法
や
料
金
な
ど
、
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
4

月
に
配
布
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
か
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
、
３
ポ

イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

●
期

日　

令
和
２
年
１
月
26

日
日
～
28
日
火

※
26
日
の
み
女
性
の
医
師
が
担

当
し
ま
す
。
ま
た
、
託
児
も
あ

り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
健
診
内
容　
特
定
健
診
、
わ

か
ば
健
診
、
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
、
大
腸
が
ん
検
診
、

肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、

前
立
腺
が
ん
検
診
、
子
宮
が

ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診（
30

歳
代
の
み
乳
超
音
波
検
査
）

●
申
込
方
法　
は
が
き
、
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話

●
申
込
締
切

　
１
月
６
日
月
・
必
着

●
場
所
・
申
込
先　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
〒
809
‐
０
０
１
４　

蓮
花
寺
三
丁
目
１
‐
６
）

　
℻（
２
４
６
）３
０
２
４

○
メ
ー
ル
…

　

genki@city.nakama.lg.jp

今年度最後の集団健診の予約受付中
●申込・問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　

糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ん
で
、

調
理
し
て
、
食
べ
て
の
教
室
で

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　

生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
事

業
の
対
象
者
を
優
先
し
ま
す
。

※
な
か
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

●
日

時　

令
和
２
年
１
月
30

日
木
・
９
時
30
分
～
正
午（
受

付
は
９
時
～
）

●
料

金　
400
円（
材
料
費
）

※
締
め
切
り
を
過
ぎ
て
の
取
り

消
し
や
当
日
欠
席
の
場
合
は
、

料
金
400
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
持
ち
物

○
筆
記
用
具

○
エ
プ
ロ
ン

○
三
角
布

○
手
拭
き
タ
オ
ル

●
定

員　
30
人

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
締
切

　
令
和
２
年
１
月
23
日
木

●
場
所
・
申
込
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℻（
２
４
６
）３
０
２
４

健康づくりサポート教室
●申込・問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　

中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
子

ど
も
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
、「
小
倉
コ
ロ

ナ
シ
ネ
マ
ワ
ー
ル
ド
」
に
映
画

を
見
に
行
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

友
達
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

※
母
子
寡
婦
福
祉
会
と
は
、
母

子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
寡
婦
の

明
る
く
安
定
し
た
生
活
を
つ
く

っ
て
い
く
た
め
に
、
互
い
に
支

え
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
い
く

団
体
で
す
。

●
日

時　
12
月
25
日
水
・
８

時
40
分
集
合

※
15
時
ご
ろ
解
散
予
定
で
す
。

●
集
合
場
所　
市
民
図
書
館
前

●
対

象　
小
・
中
学
生

●
料

金

○
中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
会

員
…
無
料

○
非
会
員
…
千
円

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
12
月
16
日
月

●
申
込
先

　
中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

一日父親行事
●問合先　母子寡婦福祉会（市役所売店）　☎（２４４）１１１１
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子
育
て
講
演
会

　

11
月
22
日
の
講
演
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
講
師
は
「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
先
生
」
や
「
佐
賀
の
き
み

ま
ろ
」
と
呼
ば
れ
る
吉よ

し
む
ら村
春は

る

お生

先
生
で
し
た
。
吉
村
先
生
の
人

気
の
お
か
げ
で
、
た
く
さ
ん
の

人
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
改
め
て
子
ど

も
へ
の
接
し
方
を
考
え
さ
せ
ら

れ
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
が

過
ご
せ
ま
し
た
。

　

子
育
て
講
演
会
は
、
毎
年
11

月
の
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
」
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
、
参
加
で
き
な
か

っ
た
方
は
、
来
年
の
講
演
会
を

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
通
告

　

令
和
元
年
12
月
よ
り
、
児
童

相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ

ル
「
１
８
９
」
が
無
料
化
さ
れ

ま
し
た
。（
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話

か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

　

虐
待
か
も

と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に

電
話
し
て
く

だ
さ
い
。
児

童
虐
待
は
、

社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き

問
題
で
す
。

あ
な
た
の
電

話
で
救
わ
れ

る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
連
絡
は

匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
や
質
問
が
あ
る
人
は
、
こ
ど

も
未
来
課
家
庭
児
童
相
談
係
へ

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
抱
え
込
ま

ず
、
声
に
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

相
談
に
よ
っ
て
は
、
専
門
機
関

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

福 祉  輪の
みんながつながる

こども未来課
☎（２４６）３５１５

介護・障がい・保育など、身近
にある福祉について紹介します。

広まるフットパス

なかま観光News
●問合先　地域交流センター
　☎（２４５）４６６５

もっと知りたい、まちの魅力

今月のテーマ

中間市の観光に関する疑問や質問にお答えします。

Ａ　�中間市内の小学校や高校の授業に、フットパスが
「テーマ」として取り上げられています。先日、中
間小学校・中間北小学校の６年生がフットパスを
体験し、自分たちが住んでいるまちの魅力を伝え

るパンフレットを
作成しました。ま
た、中間高校では、
北九州市立大学に
よるフットパスを
生かした講義が行
われました。

Ａ　�フットパスとコミュニケーション能力の結びつき、
フットパスから学んだことをどう生かすかなど、こ
れからの進路に必要なコミュニケーション能力や
傾聴力を学ぶ講義でした。また、11月10日には
中間高校フットパス部の企画によるフットパスイ
ベントが開催されました。その他校区のまちづく
り協議会でもフットパスの体験が行われています。

Ａ　�フットパスのイベントは、毎月第２日曜日に行って
います。どなたでも参加できるので、ぜひ参加し
てみてください。

Ｑ　どのようにして広まっているの？

Ｑ　中間高校での講義の内容は�？

Ｑ　フットパスのイベントはいつありますか？

安全安心まちづくり課
☎（２４６）２０１７

防災、防犯、地域コミュニティ。
なかまで行うまちづくり。

南
校
区
避
難
訓
練

　

10
月
19
日
の
南
校
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
主
催
し
た
避
難

訓
練
に
、
中
間
南
小
学
校
の
全

児
童
や
中
間
南
中
学
校
の
生
徒

会
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
自
衛
隊
、

警
察
、
消
防
、
行
政
と
の
協
働

で
実
施
さ
れ
、
救
援
物
資
の
輸

送
や
避
難
者
へ
物
資
を
配
布
す

る
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
消
火
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
、

給
水
体
験
な
ど
が
あ
り
、
参
加

者
が
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
、
本
番
さ
な
が

ら
の
訓
練
を
通
し
て
い
ざ
と
い

う
時
に
自
分
の
身
を
守
り
、
地

域
で
助
け
合
う
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
通

学
安
全
協
力
員
、
ふ
る
さ
と
み

ま
わ
り
隊
）の
み
な
さ
ん
が
、

中
間
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
反
射
ベ
ス
ト
を
着

用
し
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
で

児
童
へ
の
安
全
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
協
力
が
子
ど
も

た
ち
の
安
全
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ

ん
は
、
よ
り
一
層
安
全
運
転
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

救援物資の配布訓練。みなさんが協力
して作業を進める。

肝
臓
の
病
気
と
は

　

肝
臓
の
病
気
の
原
因
と
し
て

は
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス（
Ｂ
型
肝
炎
ウ

ィ
ル
ス
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
）、

ア
ル
コ
ー
ル
、
脂
肪
肝
、
自
己
免

疫
、
薬
剤
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
肝

臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
肝
硬
変
な
ど
の
進
ん
だ
状

態
で
な
け
れ
ば
、
症
状
は
出
ま
せ

ん
。
肝
障
害
が
あ
っ
て
も
、
す
ぐ

に
は
肝
硬
変
に
な
り
ま
せ
ん
が
、

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
原
因
が
長

期
間（
10
年
以
上
）も
続
い
た
場
合

に
は
肝
硬
変
に
な
り
ま
す
。

　

肝
硬
変
に
な
る
と
、
身
体
に
必

要
な
物
質
が
合
成
で
き
ず
、
解
毒

作
用
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。
症
状
と

し
て
は
、
黄
疸（
身
体
が
黄
色
く

な
る
）、
腹
水（
お
腹
に
水
が
た
ま

る
）、
浮
腫
、
脳
症（
異
常
な
行
動

を
す
る
）、
吐
血（
静
脈
瘤
）、
出

血
傾
向
な
ど
が
出
現
し
ま
す
。

増
え
つ
つ
あ
る
脂
肪
肝

　

脂
肪
肝
と
は
、
文
字
通
り
、
肝

臓
に
脂
肪
が
貯
蓄
さ
れ
た
状
態
の

こ
と
で
す
。
全
員
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
部
の
人
で
は
脂
肪
肝
か

ら
肝
硬
変
に
至
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
日
本
人
の
食
生
活
の

変
化
に
伴
い
、
脂
肪
肝
の
患
者
は

増
え
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
で

１
千
万
人
以
上
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
糖
尿
病
患
者
の
70
％
程
度

に
脂
肪
肝
が
合
併
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

脂
肪
肝
は
肥
満
の
人
に
多
い
で

す
が
、
肥
満
で
な
い
人
で
も
脂
肪

肝
に
な
り
ま
す
。
脂
肪
肝
が
あ
る

か
ど
う
か
判
定
す
る
の
は
エ
コ
ー

で
す
。
エ
コ
ー
を
受
け
て
脂
肪
肝

が
あ
る
よ
う
な
ら
、
食
事
制
限
や

運
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

エ
コ
ー
検
査
の
目
的

　

慢
性
的
に
肝
臓
に
ダ
メ
ー
ジ
が

続
く
と
、
肝
癌
が
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
エ
コ
ー
を
定
期
的
に

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
期

発
見
に
よ
り
治
療
の
選
択
肢（
手

術
、
経
皮
的
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
、

肝
動
脈
化
学
塞
栓
術
、
分
子
標
的

薬
な
ど
）が
増
え
、
長
期
に
生
存

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
脂
肪
肝
な
ど
あ
る
か
、

肝
硬
変
に
至
っ
て
い
な
い
か
な
ど

も
わ
か
り
ま
す
。
肝
臓
に
心
配
が

あ
っ
た
ら
、
腹
部
エ
コ
ー
を
受
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

体
に
優
し
い
エ
コ
ー

　

エ
コ
ー
は
痛
み
を
伴
わ
ず
体
を

傷
つ
け
な
い
検
査
で
す
。
検
査
方

法
は
、
ベ
ッ
ド
に
上
向
き
に
な
り
、

ゼ
リ
ー
を
皮
膚
に
塗
っ
て
、
機
械

を
あ
て
ま
す
。
超
音
波
を
使
っ
て

行
う
検
査
な
の
で
何
回
検
査
を
受

け
て
も
無
害
で
、
検
査
時
間
は
15

～
20
分
程
度
で
す
。

　

ま
た
、
検
査
中
は
呼
吸
の
調
節

や
体
の
向
き
を
変
え
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検
査
当
日
は

朝
ご
は
ん
を
食
べ
ず
に
来
て
く
だ

さ
い
。

医
療
講
座

市立病院
☎（２４５）０９８１

身近に潜む病気など
を医師がわかりやす
く解説します。

今月のテーマ

エコー下での肝疾患

産業医科大学　第３内科
林
はやし

 倫
つ ぐ る

留 医師

フットパスを体験する中間小６年生。

■中間高校生が企画した「通谷フットパス」

▲�横断歩道に立ち、登下校す
る子どもたちの安全に気を
配る。

▼�反射ベストを着用し、交通安
全・防犯活動を行うボランテ
ィアのみなさん。

「子育ての苦労はちゃんと報われます」
とメッセージを送る吉村春生先生。
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ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権
のカタチ。作文をとおし
て、もう一度人権につい
て考えてみませんか。

※この作文は、平成30年度中に書かれた作品であり、作文の内容と学年の表記は当時のものです。

「
女
性
差
別
」

中
間
北
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
山や

ま
の野　
う
ら
ら

　

人
間
は
も
と
も
と
男
女
に
優
劣

を
つ
け
、
部
落
を
差
別
し
、
障
が

い
や
病
気
を
持
っ
た
人
を
差
別
し
、

貧
困
で
苦
し
む
人
を
さ
げ
す
み
、

自
分
た
ち
と
ち
が
う
少
数
派
を
排

除
し
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
自
分
の
立
場
を
守
る
た

め
、
見
下
す
人
が
い
る
こ
と
で
自

分
は
つ
ら
く
な
い
、
ま
し
な
方
だ

と
思
い
た
い
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

女
性
の
社
会
進
出
は
今
で
は
あ

た
り
前
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
昔
は
選
挙
権
が
な
か
っ
た

り
、
就
き
た
い
職
業
に
就
け
な
か

っ
た
り
、
食
事
を
す
る
場
所
が
男

女
で
区
別
さ
れ
た
り
、
男
尊
女
卑

と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
り
、
男
性

は
こ
う
、
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き

と
は
っ
き
り
と
差
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
は
と
て
も
ひ
ど
い
こ
と
、

悲
し
い
こ
と
、
あ
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
と
考
え
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
し
か
に
、
ひ
ど
い
こ
と
で
女

性
を
さ
げ
す
む
意
味
の
こ
と
も
あ

る
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
与
え

ら
れ
た
役
割
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
も
思
い
ま
す
。
女
の
人
は

男
の
人
よ
り
も
特
に
昔
の
人
は
体

格
が
小
さ
く
、
体
力
も
な
か
っ
た

だ
ろ
う
し
、
今
の
よ
う
に
医
学
が

進
歩
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
は
妊

娠
や
お
産
で
体
調
を
く
ず
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

粉
ミ
ル
ク
が
な
い
時
に
子
育
て
で

き
る
の
は
女
性
に
か
ぎ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
う
思
え
ば
昔
の
社

会
進
出
が
む
ず
か
し
い
の
は
し
か

た
な
い
と
い
う
の
が
本
当
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
も
、
現
在
は
ち
が
い
ま
す
。

生
活
環
境
、
仕
事
の
多
様
化
で
女

性
も
男
性
も
個
人
の
考
え
方
で
就

き
た
い
職
業
、
家
族
の
こ
と（
結
婚

す
る
か
、
し
な
い
か
、
子
供
を
つ

く
る
の
か
、
つ
く
ら
な
い
の
か
）な

ど
、
自
分
の
考
え
で
体
力
や
能
力

と
相
談
し
て
決
め
て
い
け
る
と
思

い
ま
す
。

　

女
性
の
自
立
や
社
会
進
出
が
絶

対
で
も
な
い
し
、
男
性
の
産
休
や

育
休
を
無
理
に
賞
賛
し
な
く
て
も

い
い
し
、
お
だ
や
か
で
自
分
な
り

の
幸
せ
を
み
つ
け
ら
れ
る
生
活
が

い
ち
ば
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
「
み
ん
な

ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」
が
い
ち

ば
ん
い
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

「こうあるべき」ではな
く、たとえみんなと違っ
ていても自分に合った生
活・人生を送っている人
を応援できる社会であっ
てほしいです。そうする
ことで差別はなくなって
いくと思います。

さば缶（水煮）…１缶（150g）
ジャガイモ…200g（２玉）
玉ネギ…150g
ニンジン…30g
ショウガ…１片　
濃口醤油…小さじ 1

材料（２人分）

（１人分）
エネルギー：256㎉、食塩：1.2g

中間市食生活改善推進会の監修に
より、体に優しいレシピを紹介。

今月のレシピ

さば缶の
肉じゃが風煮

Nakama's
キッチン

作り方

①�　�ジャガイモ、玉ネギ、ニンジンは１
口大に切る。ショウガは千切りにす
る。さば缶は粗めにほぐす。

②�　�鍋にニンジン以外の材料を入れ、ひ
たひたの水で煮る。野菜が煮えてき
たらニンジンと濃口醤油を加えて、
火が通るまで煮る。

サバに含まれる不飽和脂肪酸は、動脈硬化
を予防する効果が期待できます。

注
目
の
本

特
集
展
示

12
月
「
年
末
の
過
ご
し
方
特
集
」

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
忙
し

い
あ
な
た
を
応
援
す
る
本
を
集

め
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
な
ど
の

料
理
本
や
北
風
に
負
け
な
い
体

づ
く
り
の
本
、
大
掃
除
に
役
立

つ
本
、
年
賀
状
の
書
き
方
な
ど
。

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
、
良
い
年
末

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
１
月
「
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
」

　

新
た
に
始
め
て
み
た
い
こ
と

や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
興
味
を
持

っ
た
ら
ま
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
向
け
か

ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
本

ま
で
、
幅
広
く
用
意
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

ク
リ
ス
マ
ス　
　
　
　
　
　

　

特
別
お
は
な
し
会

　

ほ
っ
と
ブ
ッ
ク
な
か
ま
、
な

か
ま
フ
レ
ン
ズ
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
、
楽
し
い
お
は
な
し
の
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

●
日

時

　
12
月
21
日
土
・
11
時
～

　

図
書
館
福
袋

　
新
年
恒
例
、
本
の
福
袋
で
す
。

ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で
、
題
名
が

わ
か
ら
な
い
よ
う
に
袋
に
３
冊

入
っ
た
福
袋
を
貸
し
出
し
ま

す
。
ど
ん
な
本
な
の
か
は
開
け

て
か
ら
の
お
楽
し
み
。

●
日

時　

令
和
２
年
１
月
５

日
日
～
12
日
日

●
数

量　

限
定
100
袋（
な
く

な
り
次
第
終
了
）

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４
　℻（２４５）４６０８

開館時間　９時30分～ 19時

休 館 日　12月16日月、23日月、25日水、
29日日～１月４日土、６日月、14日火、20日月、
27日月、29日水、２月３日月、10日月

市民図書館おすすめの本や
イベントを紹介するよ。み
んな遊びに来てね。

また明日
（一般書）　幻冬舎

群ようこ / 著

いろいろあったけど、正しく生
きてきたよね。「また明日」とい
う気持ちを大切に、前向きに生
きる人たちを、昭和 30 年代か
ら平成の終わりまでの時代背景
とともに綴る長篇小説。

おおにしせんせい

さっさと廊下を描いて友だちと
遊ぼうと思っていたぼくは、「そ
の廊下は絵の具そのままの色か
?」という先生からの一言で心
が動き出し…。先生との大切な
出会いを描いた、自伝的絵本。

長谷川義史 / 作

（児童書）　講談社

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
所

の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
み

ん
な
が
お
互
い
協
力
し
将
来
を

支
え
あ
う
制
度
で
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

○
老
齢
基
礎
年
金
…
老
後
に
受

け
取
れ
ま
す
。

○
障
害
基
礎
年
金
…
病
気
や
け

が
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

場
合
に
受
け
取
れ
ま
す
。

○
遺
族
基
礎
年
金
…
加
入
者
が

死
亡
し
た
場
合
に
、
そ
の
加

入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
遺
族
が
受
け
取
れ

ま
す
。

年
金
手
帳
は
大
切
に

　

手
帳
は
自
宅
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。
就
職
し
た
と
き
や
年
金
を

請
求
す
る
時
に
使
用
し
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
人
は

　

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と

き
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
次

の
制
度
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大

学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以

上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海

外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す

る
人
で
す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

※
20
歳
前
か
ら
会
社
員
な
ど
で

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
自
動
的
に
国
民
年
金

へ
加
入
し
て
い
る
状
態
に
な
る

た
め
、
改
め
て
国
民
年
金
に
加

入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
は
市
役
所
年
金
係
ま
た

は
年
金
事
務
所
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
２

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０
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募
集

福
岡
県
公
衆
衛
生
医
師

　
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
な
ど

で
、
保
健
・
医
療
・
介
護
施
策
の

企
画
立
案
に
携
わ
る
医
師
を
募
集

し
ま
す
。

　
業
務
内
容
、
応
募
要
件
、
申
込

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
採
用
予
定
人
数　
３
人

●
勤
務
場
所　
福
岡
県
庁
、
各
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
な
ど

●
選
考
方
法

　
面
接
試
験
、
小
論
文
評
定
な
ど

●
申
込
締
切　
12
月
27
日
金

●
問
合
先

　
県
保
健
医
療
介
護
総
務
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
３
７

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練
の

施
設
内
訓
練
生

　
小
竹
・
田
川
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
令
和
２
年
度
施
設
内
職
業

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
る
募
集
要
項
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.fukuoka-kunren.net/

）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
科
目

○
小
竹
校
…
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

科
、
自
動
車
整
備
科
、
機
械
加

工
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
、
建
築
科
、

塗
装
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

○
田
川
校
…
電
気
工
事
科
、
自
動

車
整
備
科
、
木
工
家
具
科
、
左

官
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科

●
申
込
締
切

　
令
和
２
年
１
月
16
日
木

●
問
合
先

○
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
４
９
６（
２
）６
４
４
１

○
田
川
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
４
７（
４
４
）１
６
７
６

福
岡
県
介
護
に
関
す
る

入
門
的
研
修
（
筑
豊
地
区
）

　
介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
研
修
に

は
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
申
込

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
令
和
２
年
１
月
25
日
、

２
月
１
日
、
15
日
、
22
日
、
29

日（
全
て
土
曜
日
）

※
５
日
間
と
も
受
講
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
時

間

　
10
時
～（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

※
終
了
時
間
は
日
程
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

●
場

所　
飯
塚
市
庄
内
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー

（
飯
塚
市
綱
分
771
‐
１
）

●
対

象　
介
護
未
経
験
の
人

●
定

員　
50
人
・
先
着
順

●
問
合
先

　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
１
０

福
岡
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
の
訓
練
生

　
定
員
・
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
対

象　

障
が
い（
身
体
、
知

的
、
発
達
、
高
次
脳
機
能
）、

難
病
な
ど
の
あ
る
人

※
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
募
集
科
目　
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
商
業
デ

ザ
イ
ン
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
建

築
設
計
科
、流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
、

総
合
実
務
科

●
入
校
日

　
令
和
２
年
４
月
10
日
金

●
訓
練
期
間　
１
年（
プ
ロ
グ
ラ

ム
設
計
科
の
み
2
年
）

●
申
込
期
間　
１
月
23
日
木
ま
で

●
問
合
先

　
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎（
７
４
１
）５
４
３
１

お
知
ら
せ

出
張
所
で
の

各
種
納
付
書
再
発
行
停
止

　

東
部
出
張
所
・
西
部
出
張
所

で
は
、
こ
れ
ま
で
各
種
納
付
書
の

再
発
行
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
11
月
５
日
か
ら
取
り
扱
い
を

停
止
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
再
発
行
業
務
は
収
納
課

の
み
で
行
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
収
納
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

「
申
請
時
来
庁
方
式
」
開
始

　
本
人
が
申
請
時
に
市
役
所
に
来

る
だ
け
で
、
カ
ー
ド
の
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
カ

ー
ド
は
約
１
か
月
後
に
本
人
限
定

受
取
郵
便
で
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
申
請
に
必
要
な
顔
写
真
の
撮

影
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
手
続
き
に
は
本
人
が
来

て
く
だ
さ
い
。
15
歳
未
満
の
人
や

成
年
被
後
見
人
は
、
法
定
代
理
人

が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物

○
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の

※
法
定
代
理
人
も
身
分
証
が
必
要

で
す
。

○
通
知
カ
ー
ド

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）

●
場
所
・
問
合
先　
市
民
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
９

住
宅
相
談
窓
口

　
一
級
建
築
士
の
資
格
を
持
つ
専

門
の
相
談
員
や
弁
護
士
が
、
住
ま

い
全
般
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で

応
じ
ま
す
。
ま
ず
は
電
話
で
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
月
曜
～
金
曜
日
・
８

時
45
分
～
17
時
30
分

●
場
所
・
問
合
先　
福
岡
県
建
築

住
宅
セ
ン
タ
ー
北
九
州
事
務
所

（
小
倉
北
区
古
船
場
町
１
‐
35
）

　
☎（
５
３
３
）５
４
４
３

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

境
界
問
題
無
料
相
談
会

　
境
界
問
題
や
土
地
の
分
筆
な
ど

の
相
談
に
、
専
門
職
種
で
あ
る
土

地
家
屋
調
査
士
が
応
じ
ま
す
。

●
日

時

　
令
和
２
年
１
月
８
日
水
、
３
月

11
日
水
・
13
時
～
16
時

●
場

所　
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
北
九
州
支
部（
小
倉
北
区
田

町
12
‐
９
）

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
・
問
合
先

　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
２（
７
４
１
）５
７
８
０

　
℻
０
９
２（
７
３
１
）５
２
０
２

生
活
保
護
電
話
相
談
会

　

生
活
困
窮
状
態
に
あ
る
人
や
、

仕
事
・
生
活
・
住
ま
い
な
ど
こ
れ

か
ら
の
生
活
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
人
に
対
し
、
司
法
書
士
が
無
料

で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日

時

　
12
月
14
日
土
・
10
時
～
15
時

●
相
談
内
容

○
生
活
保
護
の
要
件
、
申
請
方
法

○
生
活
保
護
受
給
中
の
借
金
問
題

○
生
活
保
護
の
停
止
・
廃
止

●
相
談
・
問
合
先

　
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
２（
７
２
２
）４
１
３
１

虫
集す

だ

く
空
家
の
庭
を
ほ
し
い
ま
ま

　
　
　
中
鶴
一
丁
目	

平
　
野
　
静
　
子

岩
を
噛
む
波
の
白
さ
や
秋
深
し

　
　
　
土
手
ノ
内
二
丁
目	

小
　
田
　
敏
　
子

母
の
こ
と
思
ひ
聞
き
居お

り
遠
花
火

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

石
　
松
　
梅
　
子

参
道
の
二
の
橋
う
つ
す
水
の
秋

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮
　
崎
　
サ
カ
エ

風
そ
よ
ぐ
花
野
の
入
日
美
し
く

　
　
　
太
賀
二
丁
目	

白
　
石
　
紀
　
子

木
葉
句
会

俳 

句

毎
朝
の
体
重
計
は
愛
想
な
し

　
　
　
小
田
ヶ
浦
二
丁
目	

武
　
田
　
睦
　
代

眉
メ
イ
ク
筆
一
本
で
別
の
人

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

中
　
野
　
真
由
美

マ
ー
チ
ン
グ
動
き
呼
吸
も
ぴ
っ
た
り
と

　
　
　
大
辻
町	

歌
野
原
　
勝
　
信

老
い
な
ん
て
弾
き
飛
ば
し
て
登
り
坂

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

大
　
串
　
美
佐
子

余
白
ま
で
埋
め
て
し
ま
っ
た
若
い
筆

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

古
　
谷
　
龍
太
郎

吉
富 

廣 

選

川 

柳

和
紙
な
が
ら
黒
短
冊
に
お
さ
ま
り
て
白
ゆ
り
の
花
の
生
き
生
き
と
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ヶ
浦
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

誕
生
日
は
十
三
日
の
金
曜
日
今
宵
仲
秋
の
名
月
明
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
四
丁
目	

吉
　
岡
　
比
呂
己

町
内
の
熟
年
男
女
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
笑
顔
の
跳
ね
て
百
才
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
山
町	

柴
　
田
　
キ
ヌ
子

漆
黒
の
夜
空
に
き
ら
め
く
流
れ
星
見
果
て
ぬ
夢
を
祈
り
て
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ヶ
岡	

金
　
子
　
純
　
子

喜
寿
ま
ぢ
か
杖
も
つ
我
を
若
人
の
気
遣
ふ
声
に
深
く
礼
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

大
　
内
　
紘
　
子

中
間
短
歌
会 

選

短 

歌

文芸歳時記

歯科の急患診療

休日・夜間の受診と相談
※診療時間は10時～17時（要事前連絡）です。

●�診療日時　12月 31日火～１月３日金・９時
～正午（受付は11時 30分まで）、13時～17
時（受付は16時 30分まで）
※１月１日は正午～16時 30分です。
●診療科目　内科、小児科
●�場 所　遠賀中間医師会おんが病院（遠賀町
大字尾崎1725番地２）
　☎（２８２）９９１９
※専門医がいないことがありますので、小児科の
診察を希望する場合は、必ず事前に問い合わせ
てください。
　また、夜間の急病や、けがでお困りのときは、
日曜日・祝日は 17時～ 22時、平日は 18時～
22時に電話で相談を受け付けます。

12月30日月
吉武歯科医院 ☎（202）6480
水巻町梅ノ木団地１－84

12月31日火
水巻歯科診療所 ☎（203）2500
水巻町頃末南三丁目８－12

 １月 １日祝
日高里史歯科医院 ☎（244）9055
中間市小田ケ浦二丁目16－15

 １月 ２日木
はたぶ歯科医院 ☎（245）0420
中間市長津二丁目２－18

 １月 ３日金
森山歯科医院 ☎（282）0166
岡垣町中央台五丁目１－20

特定最低賃金（１時間）

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業 975 円

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業 926 円

輸送用機械器具製造業 944 円

百貨店、総合スーパー 889 円

自動車（新車）小売業 940 円

※効力発生日は令和元年12月10日です。
※特定最低賃金に当てはまらない産業は、福岡県最低賃金（１
時間841円）が適用されます。

●問合先　福岡労働局労働基準部監督課賃金室
　☎092（411）4578

最も低い時間給を引き上げる中小企業・小規模事業者に、
生産性向上のための設備や機器を導入した経費の一部を助
成します。詳しくは問い合わせてください。

最低賃金の
引き上げ額

引き上げる
労働者数

助成の
上限額 助成対象

30 円以上

１～３人 50 万円 事業場内最低賃金
と地域別最低賃金
の差額が 30 円以内
および事業場規模
30 人以上の事業場

４～６人 70 万円

７人以上 100 万円

●問合先　福岡労働局雇用環境・均等部企画課
　☎092（411）4717

■最低賃金引き上げに向けた支援事業

■福岡県の最低賃金が改定されました
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有
料
広
告
欄

み
ん
な
集
合

筑
前
中
間

ふ
る
里
ど
ん
ど
焼
き

　

商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
、
無
病

息
災
、
市
民
の
幸
せ
を
願
い
、
ふ

る
里
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
は
ぜ
ん
ざ
い

を
振
る
舞
い
ま
す
の
で
、
家
族
や

友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
令
和
２
年
１
月
19
日

日
・
11
時
～

※
当
日
来
ら
れ
な
い
人
の
た
め
に

１
月
12
日
日
か
ら
は
、
や
ぐ
ら（
納

め
所
）を
設
置
し
ま
す
。

●
場

所　
市
役
所
側
河
川
敷
・

Ｊ
Ｒ
鉄
橋
下
流
付
近

●
内

容

　

し
め
縄
、
絵
馬
、
お
守
り
な
ど

を
お
祓
い
し
燃
や
し
ま
す
。

●
問
合
先　
中
間
商
工
会
議
所

　
☎（
２
４
５
）１
０
８
１

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

２
０
２
０
参
加
者
募
集

　

平
尾
台
の
雄
大
な
景
色
の
中
を

走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
料
や

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
令
和
２
年
３
月
15
日

日
・
９
時
40
分
～
13
時

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

●
場

所　
平
尾
台
自
然
の
郷
と

そ
の
周
辺
特
設
コ
ー
ス（
小
倉

南
区
）

●
コ
ー
ス

○
高
校
生
以
上
…
10
㎞
、
３
㎞

○
中
学
生
…
３
㎞

○
小
学
生
…
1.6
㎞

○
小
学
生
未
満
…
1.2
㎞

●
定

員

　
10
㎞
コ
ー
ス
の
み
800
人

●
申
込
締
切　
1
月
10
日
金

●
申
込
・
問
合
先

　

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
実

行
委
員
会
事
務
局

　
☎（
９
５
１
）１
０
３
７

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な

が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
の
人
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

○
第
１
回
…
２
月
29
日
土
ま
で

○
第
２
回
…
３
月
１
日
日
～
17
日
火

●
問
合
先

　
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
５
８
５
）３
０
３
３

職
業
訓
練
生
募
集

　
入
学
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
見
学
会
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
会
の
日
程
や
申
込
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
２
月
生

●
訓
練
科
名
・
定
員

○
も
の
づ
く
り
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
・
20
人

○
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
科
・

12
人

●
訓
練
期
間

　
２
月
４
日
火
～
７
月
29
日
水

●
申
込
締
切　
１
月
16
日
木

●
問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

　
☎
０
９
４
８（
２
２
）４
９
８
８

　

令
和
２
年
３
月
生

●
訓
練
科
名
・
定
員

○
Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

科
・
15
人

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
・
20

人
○
企
業
実
習
付
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

技
術
科
・
４
人

○
電
気
設
備
技
術
科
・
20
人

●
訓
練
期
間

　
３
月
３
日
火
～
８
月
28
日
金

●
対

象　
公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）に
求
職
を
申
し
込

ん
で
い
る
人

●
申
込
期
間

　
１
月
６
日
月
～
２
月
７
日
金

●
問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

　
☎（
６
４
１
）６
９
０
９

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

福
岡
市
内
で
無
料
の
事
前
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

　

費
用
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
研
修
期
間

　

令
和
２
年
３
月
25
日
水
～
４
月

５
日
日
・
６
～
11
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
研
修
場
所　
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど

●
内

容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英

語
研
修
、
野
外
活
動
な
ど

●
申
込
締
切　
１
月
31
日
金

●
説
明
会
日
時　

１
月
19
日
日
・

13
時
30
分
～
15
時

●
問
合
先

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

みんなで作るページだぬん。お知らせや
イラストなどを送ってほしいぬん。
●�応募・問合先　広報広聴係
　（〒 809‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■公共施設問合先■

10 月 累計
建 物 0 件 4 件
林 野 0 件 0 件
車 両 0 件 1 件
その他 0 件 7 件
件 数 0 件 12 件

■火災発生件数■

■人の動き■
令和元年 10 月末現在（前月比）

○人 口…41,543 人（－ 31）
○ 男 …19,414 人（－ 9）
○ 女 …22,129 人（－ 22）
○世帯数…20,559 世帯（＋ 5）

９月 累計
件 数 21 件 158 件
死 者   0 人 0 人
負傷者 29 人 213 人

■交通事故発生件数■
令和元年９月末現在

日 曜 １　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 水
2 木
3 金
4 土
5 日 ○図書館福袋（1/12まで）　市民図書館
6 月 市役所仕事初め
7 火
8 水 ○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）

9 木
○「子育て女性再就職支援」出張面接相談（1/7までに要予約）　人権センター　（10:00 ～ 12:00）
○2歳6か月児フッ素塗布　保健センター　（受付12:45 ～ 13:00）
○2歳児歯科健診　保健センター　（受付13:00 ～ 13:30）

10 金 ○2月保育所入所申込締切　こども未来課　（17:15まで）
○令和2年4月保育所入所申込締切　こども未来課　（17:15まで）

11 土 ○なかまラボ（張子ラボ）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）

12 日
環境美化の日
○中間市消防出初式　市民図書館前コミュニティ広場　（9:00 ～）
○令和2年中間市成人式　なかまハーモニーホール　（受付10:30 ～）

13 月
14 火
15 水
16 木 ○4か月児健診　保健センター　（受付13:00 ～ 13:30）
17 金
18 土 ○おはなし会（ほっとブックなかま）　市民図書館　（11:00 ～）
19 日 ○第二十四回なかまアマチュア寄席　なかまハーモニーホール　（14:00開演）
20 月 ○すくすくあかちゃん広場　保健センター　（10:00 ～ 11:30）
21 火 ○わんぱく広場　保健センター　（10:00 ～ 11:30）

22 水 ○7か月児健診　保健センター　（受付13:00 ～ 13:30）
○ブックスタート　保健センター　（13:00 ～）

23 木
○キッズ＆ハンドマッサージ　子育て支援センター　（10:30 ～ 11:30）
○3歳児健診　保健センター　（受付13:00 ～ 13:30）
○セカンドブック　保健センター　（13:00 ～）

24 金 ○認知症サポーター養成講座　市民図書館　（14:00 ～ 15:00）
25 土 ○おはなし会（なかまフレンズ）　市民図書館　（11:00 ～）

26 日
○集団健診（予約者のみ、28日まで）　保健センター　（8:30 ～）
○第39回ふるさと遠賀川親子たこあげ大会　市役所前河川敷　（10:00 ～ 13:00）
○ブラスフェスタ2020　なかまハーモニーホール　（14:00開演）

27 月

28 火 ○所得税還付申告センター開設（30日まで）　遠賀コミュニティセンター　
（9:30 ～ 15:30、30日は14:00まで）

29 水

30 木 ○健康づくりサポート教室　保健センター　（9:30 ～ 12:00）
○市税などの夜間納付相談窓口（31日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）

31 金
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。
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有
料
広
告
欄

■
 発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

 編
集

　
秘

書
広

報
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

 メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報
な
か
ま

令
和
元
年
12
月
号
N
o.1049

■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

23円
で

す
。

■�「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

■ 点字・声の広報なかまを発行しています
　目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
●問合先　秘書広報課広報広聴係
　☎（２４６）６２７１

２

NAKAMA’

 Lette
r

na
ka

pp

a  l
oves  nakama-city♬

    nakappa loves friends♬    nakappa loves c
uc

um
be

r♬

s

NAKAMA’ s Letter

市役所前河川敷で 11 月 17 日に開催した「第４回 I LOVE なか
ま 遠賀川フェス」は楽しんでいただけましたか。昼は歌あ

りダンスありのステージ、夜は色鮮やかな花火と、とてもアツい
一日となりました。何よりうれしいのは、こうしたイベントを通じ
て市外から足を運んでくれた方と市民のみなさんが一緒になっ
て盛り上がれることです。私がこれからもまちの魅力を全力発
信しますので、みなさんイベントに、そして中間市にぜひともお
越しください！！

市長っていったい何をしているんだろう。
NAKAMA のために日々奮闘を続ける、
市長の足あととその想いを写真で巡ります。

アツかった遠賀川フェス

１

３
１.�第 33 回「緑の日」記念植樹祭。

子どもたちの成長を願う。
２��.�全国大会出場の報告に訪れた中

間高校吹奏楽部。
３�.�中間市出身で奈良県在住の見

み や ま

山
信
のぶゆき

幸さん（写真＝中央）から、市
に寄付をしていただきました。

４���.�「調べる学習コンクール」の優秀
作品に選ばれ、表彰式に出席し
た子どもたち。

４

わが家の「アイドル・ヒーロ
ー」を掲載しませんか。対象
は未就学児までです。必要
事項に写真を添えて、メー
ルで応募してください。
●�必要事項　氏名、ふりが

な、生年月日、住所、連絡先、
メッセージ（40 ～ 60 字）
●�応募・問合先　広報広聴係
　☎（246）6271
○メールアドレス…
　koho@city.nakama.lg.jp

わが家の

すこやか
ちゃん

H30.12.21 生　（中央一丁目）
大
お お つ ぼ

坪 海
か い と

翔ちゃん

食欲旺盛☆海翔くん☆あなた
の笑顔にいつも癒されていま
す。これからもその笑顔で幸
せを運んでね♪

H31.1.20 生　（長津三丁目）
宮
み や ざ き

﨑 佑
ゆ う と

翔ちゃん

お風呂上がりのご機嫌なゆう
ちゃん。この笑顔にパパママ、
じいじばあばはメロメロです。
いつも癒しをありがとう♡

無線放送が聞き取れなかっ
た場合はお電話ください。
通話料金は利用者負担です。

なかまコミュニティ無線
確認ダイヤルサービス

☎０５０（５５７８）２６２４


